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1.   1 一４報において， 洗濯用水中の鉄と合成洗剤 と

の相互作用による布の汚染状況について報告し た。

今回は， 洗濯用水 中に鉄とカノレシウ ムが共存する場合

をとりあげ， その結果 と各イオンが単独に存在する場合

の結果 とを比較検討し た。

2.　試 料布:　木綿, 羊毛，アセテートの各平 織を使 用

し た。洗 剤:　高 級アル コ ―ル 系, ABS 系，非イオン系

の各主成 分を用い, 各0.1% 溶 液とし て使 用し た。 洗濯用

水: 鉄，カルシウ ム各10  mg/1 とした。pH: 緩衝溶 液

を用い て調節し た。 実験は主とし てpH 7.5 で行なった

が，羊毛につい てはpH 5, 7.5, 9 のそれぞれについて実

験 を行なった。温度:　40゜C, 洗濯方法:　 ラバ ード･オ･

メ ーターを使用し，前回まで と同様 にした。

3.　洗濯用水中に鉄 とカルシウ ムが共存 する と，布 の

汚 染は明らかにカル シウムによる影響を うけ，鉄 のみの

場合と異なった結果 を示す。すな わち，今回実験 を行な

ったpH 7.5 におい ては，カルシ ウムが共 存すると，鉄 の

みの場合より汚染が少 なくなるこ とが認 められ た。し か

し, pH9 羊毛 におい ては，カルシ ウムが共存す ると反対

に汚染が大きくなるこ とが判った。 なおカルシウ ム，マ

グネシウムが単独に存在する場合の布の汚 染は，チ ョ■―

クの粉 をふきっ けたよ うな感じにな る。


